
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

め
ざ
す
仕
組
み
の
こ
と
。
単
な
る
学
校
の
お
手
伝

い
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
学
校
運
営
や
教
育
活

動
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
大
き

な
特
徴
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、不
登
校
や
非
行
の
問
題
、

地
域
の
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
取
り

組
み
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民
が
積
極
的
に
学
校
運
営
へ

参
画
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

意
識
が
芽
生
え
る
と
と
も
に
、
つ
な
が
り
が
希
薄

化
し
て
い
る
地
域
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
は
、
学
校
関
係

者
・
保
護
者
・
地
域
住
民
の
代
表
等
で
構
成
さ
れ

た「
学
校
運
営
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経

験
、
視
点
で
「
地
域
の
子
ど
も
に
、
ど
の
よ
う
に

育
っ
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

地
域
の
課
題
を
共
有
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
や
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域

住
民
の
知
識
や
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
授
業

の
支
援
や
子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
、
地
域
の
行

事
な
ど
に
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

な
ぜ
今
、
必
要
と
さ
れ
る
の
か

話
し
合
い
で
「
思
い
を
共
有
」
す
る

　コミュニティ・スクールの取り
組みで、地域と学校の日常的なつ
ながりが生まれます。顔の見える
関係ができると、大規模災害時の
避難所運営など、地域防災の点で
もメリットがあります。
　子どもたちのため、そして地域
の未来のために、「地域とともに
ある学校づくり」へのご協力をお
願いします！

昨年の学校運営協議会で「学校・家庭・地域が
連携を深めるためにできること」を協議。

防災ネットワーク会や地元企業も参加して本
格的な訓練を行った「防災の日」。

Q：�今まで学校運営や教育活動に関わったことがないので、
　���自分に何ができるのか分かりません。
A：�特別なことではなく、例えば子どもたちの登下校の見守り
　　などでも、学校教育活動の大きな支えになります。
Q：�活動への参加はどのように依頼が来るのでしょうか。
A：�依頼の方法は学校や地域で異なります。事前に書面でのお知らせや、
　　場合によっては電話等で急なお願いをさせていただくこともあります。
Q：�学校運営や地域課題に対する意見はどのように伝えればよいですか。
A：�活動の際に気づいたことは、その場で活動の担当者にお伝えください。
　　そういったご意見が学校や地域の課題解決につながることもあります。
Q：学校運営協議会の委員になりたいです。
A：�学校運営協議会の委員は学校長の推薦によって、教育委員会が任命して
　　います。地域で広いネットワークを持つ方が委員になるケースが多いの
　　で、まずは各活動への積極的なご参加をお願いします。

今、全国に広がるコミュニティ・スクールは、学校と地域等が一体
となって子どもたちの教育や特色ある学校づくりに取り組むもの
で、本市でも多くの学校で取り入れられています。

地域の方のおかげで、学校だけではできない特色ある教育ができています

学校や地域で、「どんなことができるかな」とワクワクしています

和４年度からスタートした春野コミュニティ・
スクールでは、まず時間をかけて「どんな子ど

もを育てていくか」を話し合い、「春野がめざす子ど
もの姿」を一緒に作り上げました。
　それぞれの小中学校で、読み聞かせなどの学習支援、
農家をはじめ多様な職業の方による進路学習、通学路
の草刈りや登下校の見守りなど、学校と地域が一体と
なった取り組みができています。

令

れまでは、「学校に協力したい、何かできる
ことはないか」という地域の方がいても、

あまり関わり合うことができませんでした。
　コミュニティ・スクールが導入されたことによっ
て、地域住民が主体的に子どもたちのこと、学校
運営のこと、地域のことを考え、動くことができ
るようになりました。これからますます面白くな
ると楽しみにしています。

こ

教育委員会
学校教育課

木村 さん

学校運営協議会で思いを共有し、目標を一つにする 目標に向かってみんなで取り組む（例）

成果や効果を振り返る → 新たな課題の解決へ！

詳 この記事についての問い合わせは
学校教育課 ☎823-9479

子どもたちの
安全を守る
ためには？

子どもたちに
自ら学習する
意欲を持って
ほしいですね

地域の団体も一緒に参加
してもらいましょう

次は地元企業にも協力
してもらって…

子どもたちと
一緒に特産品
を開発しよう

あそこの草刈り
をすればもっと
安全になりそう

コミュニティ・スクールの        ＆AA

　「一日先生」では、地域の方に
講師になってもらい、あじさい太
鼓や西畑人形など 12 の講座から
選んで鑑賞や体験をしました。春
野のことがよく分かり、何かに挑
戦したい気持ちが高まりました。

　学校の行き帰りで、近所
の方が見守りをしてくれる
ので、とても安心していま
す。

。

春野コミュニティ・スクール実践例
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春野地区小・中学校運営協議会

　会長　中村 彰
あき

宏
ひろ

 さん

春野中学校
校長　小川 真悟 さん

春野中学校 3 年生
萩野 凌 さん

春野西小学校 6 年生
　峰　妃

ひ
南
な

 さん

教
え
て
！ 

コ
ミ
ュ
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テ
ィ
・
ス
ク
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ル

私でも参加
できる QQ 学習

支援

学習の
深化

子ども
の安全

VOICE

子どもたちの

声

絵本の
読み聞かせ

職業体験
（進路学習）

通学路の
見守り
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特 集

と「
」ともにある へ地 学校域

〜コミュニティ・スクール〜〜コミュニティ・スクール〜〜コミュニティ・スクール〜
と「

」ともにある へ地 学校域と「
」ともにある へ地 学校域

「地域とともにある学校」へ  〜コミュニティ・スクール〜特 集


